
一

次
の
各
文
の

線
部
の
漢
字
は
ひ
ら
が
な
に
、
ひ
ら
が
な
は
漢
字
に

直
し
て
書
け
。

１

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
式
を
行
う
。

２

何
事
に
も
か
ん
し
ん
を
示
す
。

３

せ
ん
も
ん
家
の
話
を
聞
く
。

二

次
の

線
部
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
て
書
け
。

水
晶
な
ど
の
わ
れ
た
る
や
う
に
、
水
の
散
り
た
る
こ
そ
を
か
し

け
れ
。

（
『
枕
草
子

二
百
十
八
段
』
よ
り
）

三

「
読
書
」
と
同
じ
構
成
の
熟
語
を
次
の
１
か
ら
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

そ
の
番
号
を
書
け
。

１

日
没

２

着
席

３

岩
石

４

上
下

霧
島
市
「
今
週
の
一
問
」

中
三
国
語

六
月
二
十
八
日
版

Ｈ
二
十
八
・
二
十
九
年
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査
問
題
（
中

２
）
か
ら

霧
島
市
立
（

）
中
学
校
三
年

名
前
（

）

四

次
の
各
文
の

線
部
の
動
詞
の
中
に
、
活
用
の
種
類
の
異
な
る
も
の
が

あ
る
。
次
の
１
か
ら
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
書
け
。

１

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
本
を
読
も
う
。

２

彼
女
は
重
い
荷
物
を
持
っ
て
出
か
け
た
。

３

食
べ
ら
れ
る
も
の
は
な
い
か
と
尋
ね
る
。

４

明
日
は
必
ず
作
文
を
書
く
と
約
束
し
た
。

１

次
の

線
部
の
動
詞
の
活
用
形
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

こ
れ
以
上
雪
が
降
れ
ば
、
甚
大
な
被
害
と
な
る
だ
ろ
う
。

じ
ん
だ
い

ア

未
然
形

イ

連
用
形

ウ

終
止
形

エ

連
体
形

オ

仮
定
形

カ

命
令
形

２

次
の
二
つ
の
文
章
ア
、
イ
を
比
較
し
て
み
る
と
意
味
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

憂
鬱
な
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
文
を
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

ゆ
う
う
つ

親
し
く
し
て
い
た
友
人
が
、
転
校
し
て
か
ら
初
め
て
遊
び
に
来
る
場
面
で
あ

る
。

ア

公
園
で
遊
ぶ
約
束
を
し
た
。
し
か
し
、
外
は
雪
が
降
っ
て
い
る
。

イ

雪
が
降
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
友
達
と
公
園
で
遊
ぶ
約
束
を
し
た
。
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を
次
の
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そ
の
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。
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。
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の
１
か
ら
４
の
中
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一
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選
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、
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の
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を
書
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。
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こ
れ
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も
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く
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読
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重
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荷
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。
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の

線
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の
動
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の
活
用
形
を
後
か
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選
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こ
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以
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が
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被
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記
号
で
答
え
よ
。

ゆ
う
う
つ

親
し
く
し
て
い
た
友
人
が
、
転
校
し
て
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初
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遊
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来
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ア
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遊
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っ
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友
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